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【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年6月7日(2011.6.7)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
とりわけ、式（Ｉ）の化合物は、
（ａ）式（ＩＩ）の化合物を：
【化６】

酢酸－メタノール若しくはＨＣｌ－メタノール中で、ＮａＢＨ３ＣＮ若しくは（ポリスチ
リルメチル）トリメチルアンモニウムシアノボロヒドリドなどの担持試薬を用い、又はジ
クロロメタンなどの溶媒中で、ＮａＢＨ（ＯＡｃ）３を用い式Ｒ２ＣＨＯのアルデヒド（
但し、Ｒ２は、式（Ｉ）で定義したとおりの置換されているフェニルである）と反応させ
るか、又は
（ｂ）式（ＩＩＩ）の化合物の脱保護：

【化７】

（式中、Ｒは式（Ｉ）で定義したものと同じであり、Ｐは同一又は異なっていてもよく、
ヒドロキシ保護基、例えばベンジル（Ｂｎ）である。）を含む方法で調製することができ
る。ＰがＣＨ２Ｐｈの場合、脱保護は、例えばエタノールのアルコールなどの適当な溶媒
中に水素ガスとＰｄＣｌ２又はパラジウム担持炭素などの触媒の存在下で実施される。Ｐ
がＣＨ２Ｐｈの場合、これらの条件下で窒素置換基も離脱されて、式（ＩＩ）の化合物を
得ることができることは理解されよう。したがって、式（Ｉ）の化合物は上記方法ａ）を
用いて生成されることが好ましい。
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